
1979年竣工当時の正面側からの外観。外装のレンガにより建物の機能美と重厚さが際立つ。
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る
。
空
と
尾
根
の
境
界
線
に
現
れ
る
そ

の
姿
は
、
三
〇
年
を
過
ぎ
た
そ
の
輝
き

を
今
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
外
壁
の

レ
ン
ガ
に
よ
っ
て
建
物
の
機
能
美
と
重

厚
さ
が
よ
り
際
立
っ
て
い
た
。

　
武
蔵
野
音
楽
学
園
は
〝
自
然
と
の
触

れ
合
い
の
中
で
の
音
楽
教
育
〞
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
教
育
を
進
め
て
お
り
、
入
間

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
一
・
二
年
生
が
学
ん

で
い
る
。

　
当
時
、
入
間
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
な
く
、
観
客
の
前
で

の
演
奏
を
経
験
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、〝
本
格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
〞

を
体
験
さ
せ
、教
育
・
研
究
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
九
六
七
（
昭

和
四
十
二
）
年
に
音
楽
ホ
ー
ル
の
基
本

計
画
策
定
が
始
ま
っ
た
。
自
然
豊
か
な

キ
ャ
ン
パ
ス
に
広
が
る
大
学
・
高
等
学

校
・
幼
稚
園
の
中
心
的
建
築
物
と
し
て

こ
の
ホ
ー
ル
が
計
画
さ
れ
た
が
、
着
工

に
至
る
ま
で
一
〇
年
の
年
月
を
経
る
こ

と
と
な
る
。
そ
の
間
の
七
〇
年
代
前
半

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
は
計
画
の
継
続

も
危
ぶ
ま
れ
た
。し
か
し
、様
々
な
角
度

か
ら
の
再
検
討
に
よ
り
、一
九
七
七
（
昭

和
五
十
二
）
年
に
着
工
、
七
九
（
昭
和

五
十
四
）
年
に
竣
工
に
至
っ
た
。

　
入
間
キ
ャ
ン
パ
ス
は
秩
父
山
系
の
裾

野
に
位
置
し
て
お
り
、
敷
地
の
高
低
差

は
七
〇
㍍
に
及
ぶ
。
さ
ら
に
、
三
つ
の

尾
根
に
囲
ま
れ
た
独
特
の
形
状
を
し
て

い
る
。
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
重
視
し
、

な
る
べ
く
自
然
の
ま
ま
に
残
す
配
置
計

コンサートホールの全景。木質系で統一され、木の香りとともに観客とステ
ージとの一体感が生まれている。

BCS
Building Contractors Society

Prize-Winning Works
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武
蔵
野
音
楽
学
園
バ
ッ
ハ
ザ
ー
ル

第
二
二
回
受
賞
作
品

「
音
楽
の
父
」と
も
称
さ
れ
る
音
楽
家
バ
ッ
ハ
の
名
を
冠
し
た
、武
蔵
野
音
楽
学
園
バ
ッ
ハ
ザ
ー
ル
。焼
き
す
ぎ
レ
ン
ガ
の
外
観
と

木
質
系
で
統
一
さ
れ
た
本
格
的
な
ホ
ー
ル
は
、秩
父
山
系
の
雄
大
な
自
然
と
共
鳴
し
な
が
ら
も
重
厚
感
を
放
ち
続
け
る
。

前
編
で
は
、ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、ど
の
よ
う
に
こ
の
本
格
的
な
音
響
空
間
が
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（
一
九
八
一
年
）

画
と
し
た
た
め
、
校
舎
等
の
施
設
を
平

坦
な
と
こ
ろ
に
配
置
し
、
こ
の
「
バ
ッ

ハ
ザ
ー
ル
」
は
傾
斜
地
に
配
置
さ
れ
た
。

こ
の
建
物
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
る
六

角
形
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
自
然
を
生
か

す
配
置
を
求
め
た
建
築
主
に
対
し
て
、

尾
根
を
利
用
し
等
高
線
か
ら
そ
の
姿
を

導
き
出
す
と
い
う
設
計
者
の
努
力
の
結

果
で
あ
っ
た
。
地
形
に
よ
り
生
じ
る
閉

塞
感
を
な
く
す
た
め
に
ホ
ワ
イ
エ
か
ら

階
段
、
吹
き
抜
け
…
と
一
体
で
つ
な
が

る
空
間
を
つ
く
り
、
柱
や
梁
も
余
分
な

も
の
を
削
っ
て
い
く
設
計
が
さ
れ
た
。

ま
た
各
部
屋
か
ら
雄
大
な
自
然
が
視
覚

的
に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
然
を

常
に
感
じ
る
建
物
に
な
っ
た
。

　
中
に
入
る
と
開
口
部
か
ら
は
自
然
を

感
じ
ら
れ
、
ア
プ
ロ
ー
チ
と
同
じ
床
の

レ
ン
ガ
に
よ
っ
て
外
部
と
の
連
続
性
が

印
象
的
で
あ
る
。
そ
し
て
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
の
扉
を
開
け
る
と
木
の
香
り
と

と
も
に
、
包
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
感
覚

を
受
け
、
一
気
に
教
会
や
聖
堂
で
味
わ

う
よ
う
な
神
秘
的
な
空
間
に
誘
わ
れ
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
よ
う
な
剛
性
の
高
い
も
の
が
望
ま
し

い
が
、
こ
の
ホ
ー
ル
は
ス
テ
ー
ジ
と
聴

衆
席
が
剛
性
の
低
い
木
材
で
統
一
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
低
音
の
響
き
に
特
徴

が
あ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
を
活

か
す
た
め
、
剛
性
が
高
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
よ
っ
て
、
低
音
域
を
吸
音
し
て
し

ま
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
ま

た
、
音
響
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
、
オ
ペ

ラ
な
ど
で
使
用
す
る
舞
台
施
設
も
反
射

板
に
収
納
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い

る
。
結
果
、
ス
テ
ー
ジ
と
の
一
体
感
を

生
み
だ
し
、
ホ
ー
ル
そ
の
も
の
が
ひ
と

本
格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

文：池野谷健太郎

　
最
近
で
は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
が

で
き
る
な
ど
、
週
末
に
は
親
子
連
れ
も

多
く
見
か
け
ら
れ
る
入
間
市
。
埼
玉
県

の
南
西
部
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
は
、

狭
山
丘
陵
か
ら
続
く
自
然
林
に
囲
ま
れ

た
傾
斜
地
で
あ
る
。

　
楽
器
の
音
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え

る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
抜
け
、
道
を
進
ん

だ
そ
の
先
に
「
バ
ッ
ハ
ザ
ー
ル
」
は
あ

自
然
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
の

音
楽
教
育

前
編
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設
計
者
よ
り

建
築
主
よ
り

　

武
蔵
野
音
楽
学
園
の
前
身
で
あ
る
武

蔵
野
音
楽
学
校
が
福
井
直
秋
初
代
理
事

長
に
よ
っ
て
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年

に
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
長
き
に
わ
た
り

洋
楽
文
化
を
広
く
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

二
代
目
の
福
井
直
弘
理
事
長
の
時
に
、

学
生
の
増
加
か
ら
入
間
キ
ャ
ン
パ
ス
の

計
画
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
江
古
田

キ
ャ
ン
パ
ス
と
同
じ
西
武
池
袋
線
沿
線

で
あ
り
、
最
寄
り
の
仏
子
駅
か
ら
徒
歩

で
五
分
ほ
ど
と
い
う
、
学
生
た
ち
が
通

い
や
す
い
環
境
の
中
で
の
音
楽
教
育
を

目
指
し
た
の
で
す
。

　

私
は
昭
和
五
十
年
に
こ
の
学
園
の
職

員
と
な
り
、
昭
和
五
十
四
年
に
バ
ッ
ハ

ザ
ー
ル
が
落
成
し
ま
し
た
。
初
め
て
見

た
と
き
の
印
象
は
、
外
観
が
レ
ン
ガ
造

り
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
姿
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
客
席
の
一
番
上
の

扉
を
開
い
て
一
歩
中
に
入
る
と
、
ス
テ

ー
ジ
を
見
下
ろ
す
こ
と
の
で
き
る
巨
大

な
空
間
に
感
動
し
た
と
い
う
覚
え
が
今

で
も
あ
り
ま
す
。

　

大
学
の
講
義
の
中
に
は
「
劇
場
音
響

概
論
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
学
生
た

ち
が
こ
の
よ
う
な
本
格
的
な
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
に
触
れ
た
経
験
を
活
か
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
業
へ
と
羽
ば
た
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
間
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

地
域
の
音
楽
活
動
に
も
「
バ
ッ
ハ
ザ
ー

ル
」
を
提
供
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
音
響
が
素
晴
ら
し
く
世
界
の
著

名
な
音
楽
ホ
ー
ル
に
引
け
を
取
ら
な

い
」「
席
の
傾
斜
角
度
も
素
晴
ら
し
い
」

な
ど
た
い
へ
ん
評
判
が
良
い
で
す
。

Toshio H
ori

学
校
法
人 

武
蔵
野
音
楽
学
園
　

武
蔵
野
音
楽
大
学 

管
理
部 

営
繕
第
二
課

堀 

俊
夫

コンサートホール内の壁。複雑な形状の壁面によって残響時間が変わ
り、音楽に表情が生まれる。

建物の全景。正六角形をモジュールとし、周囲の自
然や傾斜を生かした配置となっている。
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学
生
た
ち
の
芸
術
的
想
像
力
、

知
的
思
考
力
を
育
む
本
格
的
な
ホ
ー
ル

　

日
本
の
音
楽
堂
（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ

ー
ル
）
史
の
草
分
け
期
は
、
武
蔵
野
音

楽
大
学
が
作
り
上
げ
て
き
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
バ
ッ
ハ

ザ
ー
ル
（
Ｂ
Ｓ
）」
が
計
画
さ
れ
た
当
時
、

純
粋
に
音
楽
堂
（
大
型
の
演
奏
用
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
設
置
）
と
言
え
る
ホ
ー
ル

は
江
古
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
ホ
ー
ル
（
Ｂ
Ｈ
）」
だ
け
で
、
他

に
は
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
、
東
京
文
化

会
館
、
音
楽
を
目
標
と
し
た
多
目
的
ホ

ー
ル
と
し
て
高
崎
の
音
楽
ホ
ー
ル
や
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
な
ど
が
有
る
だ
け
で
し
た
。

武
蔵
野
音
楽
大
学
は
、
す
で
に
古
典
主

義
音
楽
の
殿
堂
と
し
て
Ｂ
Ｈ
を
、
バ
ロ

ッ
ク
音
楽
の
空
間
と
し
て
「
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
ホ
ー
ル
（
Ｍ
Ｈ
）」
を
完
成
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
Ｂ
Ｓ
は
ロ
マ
ン
主
義
音

楽
の
残
響
二
・
二
秒
に
設
定
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
定
期
演
奏
は
、
練
習
は
Ｂ

Ｈ
（
残
響
一
・
六
秒
）
で
、
演
奏
会
は
東

京
文
化
会
館
（
残
響
一
・
六
秒
）
で
行
わ

れ
、
共
に
古
典
主
義
音
楽
の
空
間
で
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
東
京
で
の
定
期

演
奏
を
、
翌
日
入
間
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｂ

Ｈ
（
計
画
残
響
二
・
二
秒
）
で
演
奏
で
き

る
か
と
い
う
懸
念
が
生
ま
れ
、
完
全
な

ロ
マ
ン
主
義
の
ホ
ー
ル
で
は
な
く
、
ブ

ラ
ー
ム
ス
に
代
表
さ
れ
る
近
代
音
楽
の

音
響
空
間
（
残
響
一
・
八
秒
：
代
表
的
ホ

ー
ル
は
ボ
ス
ト
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ

ー
ル
）
に
合
わ
せ
、
計
画
残
響
時
間
が

少
し
短
め
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

当
時
日
本
で
最
大
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

の
設
置
が
予
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
低
音
域
（
一
四
ヘ
ル
ツ
）
の
残
響
時

間
三
秒
確
保
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

Taketoshi M
izoguchi

武
蔵
野
音
楽
大
学 

名
誉
教
授

（
元 

株
式
会
社 

武
蔵
野
建
築
事
務
所
）

溝
口
武
俊

他
の
ホ
ー
ル
と
の
連
携
を
考
慮
し
た

残
響
時
間
へ
の
こ
だ
わ
り

つ
の
楽
器
と
し
て
機
能
す
る
音
響
空
間

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
バ
ッ
ハ
ザ

ー
ル
」
は
音
響
的
に
先
進
的
な
内
容
と

し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
残
響
時
間
の
綿
密
な
調
整
が

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
ホ
ー
ル

の
特
徴
で
あ
る
。
音
響
計
画
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
よ
っ
て

異
な
り
、
同
大
学
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ホ
ー
ル
は
古
典
音
楽
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ホ
ー
ル
は
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
と
い
っ
た
も

の
が
軸
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
セ
プ
ト

の
違
い
に
よ
っ
て
残
響
時
間
を
細
か
く

る
こ
と
と
な
っ
た
。
複
雑
で
繊
細
な
施

工
が
要
求
さ
れ
た
が
、
現
場
で
の
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
本
格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。

　「
バ
ッ
ハ
ザ
ー
ル
」
の
冷
暖
房
設
備

は
地
下
の
水
槽
を
温
め
た
り
、
冷
や
し

た
り
す
る
蓄
熱
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

空
調
を
稼
働
さ
せ
る
際
に
発
生
す
る
音

は
低
音
で
響
く
た
め
、
演
奏
を
行
う
前

に
あ
ら
か
じ
め
運
転
を
行
い
、
演
奏
時

に
発
生
す
る
空
調
音
を
で
き
る
だ
け
排

除
し
、
送
風
に
よ
る
最
小
限
の
音
に
と

ど
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ホ
ー
ル
運

営
上
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
演
奏
者
・
聴

衆
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
音
響
空
間
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
演
奏
時
に
は
照
明
等
に
よ
っ

て
膨
大
な
電
力
を
使
用
す
る
た
め
、
同

時
使
用
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
。
蓄

熱
方
式
の
空
調
は
こ
の
よ
う
な
電
力
問

題
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
、
現
在
は
照
明
自
体
も
白
熱
灯
か

ら
ハ
ロ
ゲ
ン
に
変
え
る
こ
と
で
照
度
・

演
色
性
を
高
め
つ
つ
、
昨
今
問
題
に
な

っ
て
い
る
電
力
の
低
減
に
も
配
慮
し
て

い
る
。
残
響
時
間
の
調
整
に
よ
る
音
響

計
画
だ
け
で
は
な
く
、
細
部
ま
で
行
き

届
い
た
数
々
の
配
慮
に
よ
っ
て
「
バ
ッ

ハ
ザ
ー
ル
」
は
音
楽
ホ
ー
ル
と
し
て
の

完
成
度
を
よ
り
高
め
て
い
る
。
一
方
、

舞
台
演
出
上
の
設
備
に
も
工
夫
が
み
ら

れ
る
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ
ッ
ト
は
昇
降

が
可
能
な
た
め
、
ス
テ
ー
ジ
の
一
部
と

し
て
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

一
二
〇
人
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
二
〇
〇

人
の
合
唱
の
合
同
演
奏
が
可
能
な
ス
テ

ー
ジ
に
な
り
、学
生
だ
け
で
な
く
地
域
文

化
の
発
展
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
一
二
〇
〇
席
あ

る
聴
衆
席
は
舞
台
上
を
一
望
で
き
る
よ

う
に
勾
配
が
工
夫
さ
れ
、
聴
覚
だ
け
で

な
く
視
覚
的
に
も
音
楽
を
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

音
響
空
間
へ
の
配
慮

設
定
し
、
音
楽
の
特
徴
を
最
大
限
に
引

き
出
す
の
で
あ
る
。

　「
バ
ッ
ハ
ザ
ー
ル
」
は
ロ
マ
ン
主
義

音
楽
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
音
響
計
画
が
進

め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
当
初
は
残
響

時
間
を
二
・
二
秒
と
し
た
。
し
か
し
、
他

の
音
楽
の
演
奏
に
適
さ
な
い
た
め
、
コ

ン
セ
プ
ト
を
重
視
す
る
か
、
他
の
音
楽

と
の
連
携
を
考
慮
す
る
か
で
意
見
が
分

か
れ
る
中
、
ぎ
り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
だ
っ

た
一
・
九
秒
に
な
っ
た
と
い
う
。
残
響

時
間
の
調
整
の
た
め
、
ス
テ
ー
ジ
手
前

の
壁
は
反
響
板
を
一
八
度
の
傾
斜
に
す
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 BCS賞受賞作品探訪記

所 在 地：�埼玉県入間市 
大字中神字馬沢728

建 築 主：�学校法人 武蔵野音楽学園
設 計 者：�株式会社  

武蔵野建築事務所
施 工 者：株式会社 大林組
竣　　工：昭和54年10月
敷地面積：396,387㎡
建築面積：3,326㎡
延床面積：5,615㎡
構造規模：�鉄筋コンクリート造   

地下1階,地上3階

工事概要

武蔵野音楽学園バッハザール

入間市

入間IC 武蔵野カントリー
クラブ豊岡コース

入間市役所
入間運動公園

★
武蔵野音楽学園
バッハザール

63

195

299

463

16

三井
アウトレット
パーク入間

仏子

西武市民
運動場

西武池袋線仏子駅よりキャンパス入口まで徒歩5分


